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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間のわが国経済は、政府の経済政策や金融緩和による好調な企業収益を背景

に、緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、米国の金融政策の行方、欧州の諸問題、

中国経済の減速などの懸念も多く、景気全般の足取りは依然として先行き不透明な状況で推移しま

した。

建設業界におきましては、民間設備投資は回復基調にあるものの、公共工事が前年同四半期の大

規模工事受注の反動減や予算執行の遅れなどから減少したことで、全体としての建設投資は減少傾

向となり、また資材価格や下請価格の高止まりもあり、採算面でも厳しい状況が続きました。

このような状況の下、当社は営業力の増強をはかり、人員の配置の変更等による効率化に取組み、

受注量の獲得と収益性の改善をはかってまいりました。

しかしながら、当第１四半期累計期間の業績は、地盤改良工事の受注は、前事業年度から発注が

ずれ込んでいた大型工事を受注出来たことで大幅に増加しましたが、気泡コンクリート工事の受注

が、見込んでいた公共工事の発注のずれ込みなどもあり大幅に減少したことから、工事全体の受注

高は1,072百万円(前年同四半期比2.8％減)と減少し、売上高も前事業年度からの繰越工事が少なか

ったこともあり707百万円(前年同四半期比18.8％減)と減少いたしました。

各段階の損益につきましては、売上高の減少に伴い、営業損失36百万円（前年同四半期は営業損

失9百万円）、経常損失31百万円（前年同四半期は経常損失5百万円）、四半期純損失22百万円（前年

同四半期は四半期純損失2百万円）となりました。

なお、当社の主たる事業である建設業の特徴として、完成工事高の割合が第４四半期会計期間に

偏るという傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ386百万円減少し3,175百万円

となりました。その主な要因としましては、現金預金が38百万円増加しましたが、受取手形が53百

万円減少、完成工事未収入金が372百万円減少したことなどによる流動資産の減少によるものであ

ります。

　負債合計は、前事業年度末に比べ337百万円減少し1,931百万円となりました。その主な要因とし

ましては、支払手形が166百万円、工事未払金が124百万円減少したことなどによる流動負債の減少

によるものであります。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ49百万円減少し1,244百万円となりました。その主な要因と

しましては、配当金の支払いや当第１四半期累計期間に四半期純損失を計上したことにより、利益

剰余金が減少したことなどによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、当初の見込みより工事発注の遅れなどから工事施工もずれ込んでおり

ますが、今後需要が見込まれ施工体制も整えていることから、平成27年５月15日に公表しました平

成28年３月期（第２四半期累計期間及び通期）の業績予想については、現時点において変更はあり

ません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 690,865 729,503

受取手形 348,228 294,834

完成工事未収入金 982,128 610,123

売掛金 9,396 1,906

未成工事支出金 3,355 966

原材料及び貯蔵品 29,427 29,526

前払費用 15,607 13,981

繰延税金資産 13,138 17,673

その他 20,846 25,665

貸倒引当金 △158 △125

流動資産合計 2,112,835 1,724,056

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 54,182 53,367

構築物（純額） 2,024 1,918

機械及び装置（純額） 59,774 63,516

車両運搬具（純額） 3,665 3,283

工具、器具及び備品（純額） 4,421 4,010

土地 1,122,839 1,122,839

リース資産（純額） 42,815 40,068

有形固定資産合計 1,289,723 1,289,004

無形固定資産

ソフトウエア 4,928 4,324

電話加入権 2,350 2,350

無形固定資産合計 7,279 6,675

投資その他の資産

投資有価証券 32,300 33,340

関係会社出資金 36,668 36,668

破産更生債権等 6,591 6,591

長期前払費用 2,739 2,525

繰延税金資産 － 2,186

敷金 12,858 13,205

ゴルフ会員権 83,505 83,505

貸倒引当金 △22,006 △22,006

投資その他の資産合計 152,657 156,017

固定資産合計 1,449,659 1,451,697

資産合計 3,562,494 3,175,753
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 828,783 661,838

工事未払金 329,655 205,150

短期借入金 112,000 120,000

1年内返済予定の長期借入金 200,000 200,000

リース債務 11,643 11,643

未払金 60,505 60,839

未払費用 10,851 11,158

未払法人税等 10,119 887

未払消費税等 31,273 10,892

未成工事受入金 634 3,564

賞与引当金 28,233 43,386

完成工事補償引当金 3,330 3,320

その他 4,785 2,162

流動負債合計 1,631,816 1,334,843

固定負債

長期借入金 385,000 335,000

リース債務 33,751 30,840

繰延税金負債 1,895 －

退職給付引当金 169,210 178,020

役員退職慰労引当金 47,426 53,023

固定負債合計 637,283 596,884

負債合計 2,269,099 1,931,728

純資産の部

株主資本

資本金 209,200 209,200

資本剰余金

資本準備金 180,400 180,400

資本剰余金合計 180,400 180,400

利益剰余金

利益準備金 24,050 24,050

その他利益剰余金

別途積立金 985,000 985,000

繰越利益剰余金 △108,108 △158,189

利益剰余金合計 900,941 850,860

自己株式 △1,529 △1,529

株主資本合計 1,289,011 1,238,930

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,384 5,094

評価・換算差額等合計 4,384 5,094

純資産合計 1,293,395 1,244,025

負債純資産合計 3,562,494 3,175,753

決算短信 （宝印刷）  2015年07月29日 09時40分 5ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



麻生フオームクリート株式会社(1730) 平成28年３月期 第１四半期決算短信

－ 6 －

（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 870,550 707,199

完成工事高 865,666 703,039

商品売上高 4,883 4,159

売上原価 742,922 591,398

完成工事原価 739,590 589,360

商品売上原価 3,331 2,037

売上総利益 127,627 115,800

完成工事総利益 126,076 113,678

商品売上総利益 1,551 2,121

販売費及び一般管理費 137,582 152,760

営業損失（△） △9,954 △36,959

営業外収益

受取手数料 68 105

受取配当金 11 15

受取技術料 7,819 7,855

雑収入 142 －

営業外収益合計 8,042 7,976

営業外費用

支払利息 2,287 2,183

雑支出 1,509 －

営業外費用合計 3,796 2,183

経常損失（△） △5,709 △31,166

特別利益

固定資産売却益 213 －

特別利益合計 213 －

税引前四半期純損失（△） △5,495 △31,166

法人税、住民税及び事業税 1,890 550

法人税等調整額 △4,634 △8,946

法人税等合計 △2,744 △8,396

四半期純損失（△） △2,751 △22,770
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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４．補足情報

　受注高、完成工事高及び繰越工事高

(1) 受注高

（単位：千円、％）

　 期 別

工事別

前第１四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　 至 平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
　 至 平成27年６月30日）

前事業年度
（自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

気泡コンクリート工事 984,351 89.2 482,991 45.0 3,154,223 86.7

地盤改良工事 118,766 10.8 589,426 55.0 481,139 13.2

その他工事 ― ― ― ― 2,000 0.1

合計 1,103,118 100.0 1,072,417 100.0 3,637,363 100.0

(2) 完成工事高

（単位：千円、％）

　 期 別

工事別

前第１四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　 至 平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
　 至 平成27年６月30日）

前事業年度
（自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

気泡コンクリート工事 723,994 83.6 504,658 71.8 3,514,277 87.2

地盤改良工事 141,672 16.4 198,381 28.2 512,354 12.7

その他工事 ― ― ― ― 2,000 0.1

合計 865,666 100.0 703,039 100.0 4,028,632 100.0

(3) 繰越工事高

（単位：千円、％）

　 期 別

工事別

前第１四半期累計期間末
　 平成26年６月30日

当第１四半期累計期間末
　 平成27年６月30日

前事業年度末
　 平成27年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

気泡コンクリート工事 1,043,697 98.6 401,619 50.2 423,286 98.4

地盤改良工事 15,317 1.4 398,052 49.8 7,007 1.6

その他工事 ― ― ― ― ― ―

合計 1,059,015 100.0 799,672 100.0 430,294 100.0
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